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【Ｔ・Ｓさんのおすすめ】　　　　「総理の夫」原田マハ/実業之日本社

　この本は２０１３年に出版されている。
当時女性が総理だったら、と考えた作者は凄い！
魑魅魍魎が跋扈する政界（ちょっと言いすぎかな！）
において、４０代の頭脳明晰、行動力抜群の女性が

　　いつも文化の森てんえい図書室をご利用いただきありがとうございます。 真摯に、正直に国民に向き合うのである。２４時間
護衛、監視が付き、夫婦の時間もままならない。
総理である妻が、少子化問題や消費税云々を考えて

◆　今月は夏休み課題図書特集です。 いるときに、手に触れることも憚られる。寝たふりを
　小学校低学年から高校生までの本を揃えました（詳しくは裏面をご覧ください） することで妻をやすませようとするのである。マスコ

　　 ミや実家の兄、さらには母の圧力もある。「あなたがい
◆　よみきかせ会　　　　　　ところ・・・　文化の森てんえい多目的ホール なかったら、総理にはなれなかった」妻の一言に不覚

とき・・・ 　７月２５日(日曜日）14時から15時 にも涙ぐんでしまうのである。歴代の総理婦人の苦労
が偲ばれる。

◆　　7月22日（木）は館内清掃のため臨時休業となります。
　　　返却本は玄関右側のポストに入れてください。よろしくお願いいたします。

今月は牧本小学校の皆さんの作品です！！

「タマゴをまもるりゅう」 　　　　　「ふしぎなたまご」 　　　　「ふしぎなう宙」 「にこにこおひさま」 　　　　　「音のする絵」 「牧本小学校」

　　　　～　雨上がりの音～

図 書 室 だ よ り

《森の美術館 》



　　　■ 初詣で 佐伯泰英 ■小学校低学年の部
　　　■ 己丑の大火 佐伯泰英 あなふさぎのジグモンタ とみながまい

そのときがくるくる すずきみえ
　　　■ 神の悪手 芦沢央 みずをくむプリンセス スーザン・ヴァーデ

　　　■ にぎやかな落日 朝倉かすみ どこからきたの？おべんとう 鈴木まもる
　　　■ あるヤクザの生涯 石原慎太郎
　　　■ 犬がいた季節 伊吹有喜 ■小学校中学年の部
　　　■ なぜ秀吉は 門井慶喜 わたしたちのカメムシずかん 鈴木海猪花
　　　■ チンギス記　虹暈 北方謙三 ゆりの木荘の子どもたち 冨安陽子
　　　■ チンギス記　絶影 北方謙三 ぼくのあいぼうはカモノハシ ミヒャエル・エングラ―

カラスのいいぶん　人と生きることをえらんだ鳥 嶋田恭子
　　　■ 悲しみの夜にカピパラが 瀧森古都

教えてくれた大切なこと ■小学校高学年の部
　　　■ わたしの美しい庭 凪良ゆう エカシの森と子馬のポンコ 加藤多一
　　　■ リボルバー 原田マハ サンドイッチクラブ 長江優子
　　　■ 小説8050 林真理子 おいで、アラスカ！ アンナ・ウォルツ
　　　■ 月下のサクラ 柚月裕子 オラウータンに会いたい 久世濃子

　　　■ パパの家庭進出がニッポンを 前田晃平 ■中学校の部
変えるのだ！ ウィズ・ユー 濱野京子

　　　■ ターシャ・テューダー 食野雅子 アーニャは、きっと来る マイケル・モーパーゴ

人生の楽しみ方 牧野富太郎：日本植物学の父 清水洋美
　　　■ ザリガニの鳴くところ ディーリア・オーエンズ

　　　■ キリギリスのしあわせ トーン・テレヘン ■高等学校の部
水を縫う 寺地はるな

　　　■ 災害の日本史 磯田道史 兄の名は、ジェシカ ジョン・ボイン

　　　■ ワタナベマキの梅料理 NHK出版 科学者になりたい君へ 佐藤勝彦
　　　■ 毎日立ちたいわたしの台所 宝島社
　　　■ 片づけの力 Fujiano 皆さまからの感想文を受け付けています。てんえい図書室の本であれば

　　　■ ゆるめる　温める　巡らせる 鈴木七重 どんなジャンルでもかまいません。投稿文字数は200文字程度。
投稿お待ちしてま～す！


